
地 域 再 生 計 画

１ 地域再生計画の申請

福島県長沼町

２ 地域再生の名称

「町民一人１学習、１スポーツ、１ボランティア」活動で地域再生

３ 地域再生を進めようとする期間

平成１６年度

４ 地域再生の意義及び目標

本町は人口６，６９６人、世帯数１，７１７戸で、福島県の中央部のやや南に位置

し、東西に１６．７㎞、南北に４．０㎞、総面積６０．３４ 、西部の森林部と東部㎢
の平坦部からなり、森林部は奥羽山脈の一部で、１，０００ｍ級の山々が連なり、こ

れを源に発する一級河川流域に沿って田園耕地が広がっています。気候は、日本内陸

型に属し気温の較差が大きく１月から３月にかけて北西の季節風が強く吹きます。

２１世紀を迎えて、これまでの成長型社会から、質的充実を目指す成熟型社会へと

移行しつつあることを背景に、就業や余暇活動など個人の選択の幅が拡大しています。

また、日常生活においても高度化・近代化が進み、快適な都市的生活様式への移行

が拡大されてきています。さらに、労働時間の短縮と余暇の拡大や高齢化など、いか

に人間らしく、楽しく生きるかが大きな関心事になっています。

このため、充実した生活を楽しむことができるよう、また、個性的なライフスタイ

ルを追求することのできる地域社会づくりの実現に向け、環境の整備が求められてお

ります。

それぞれのライフスタイルに応じた生涯学習の場や機会の充実、スポーツ・レクリ

エーションやボランティア活動の促進など、自主的に選択できる幅広い地域社会を形

成し、ライフスタイルの個性化・多様化に向けた支援が必要となってきています。

また、生涯学習は、趣味や文化活動、まちづくりに至る幅広い領域を含むことから

総合行政として取り組んでいくことが必要となっております。

本町では、生涯学習の高まりに対応するため、平成６年度に長沼町生涯学習推進本

部を設置し「明るく豊かな活力のある住みよい町づくり」をスローガンに、生涯学習



社会の実現を目指した取り組みを展開してきました。また、生涯学習は集合学習のか

たちで展開されており、これは学習課題を理解し、一緒に学ぶ町民相互のコミュニケ

ーションが図られ、ともに学ぶ仲間づくり、明るい地域づくりに大きく貢献しており

ます。そういった生涯学習活動の延長から、新しい手作りのお祭りが町に定着するな

ど、活力のある地域づくりが進められております。

しかし、一方では、社会情勢の急激な変化から、地域の婦人会や青年会等、これま

での社会教育団体が弱体化しております。また、少子高齢化、核家族化が急速に進ん

でおり、今まで地域が持っていたコミュニティ機能の低下、地域社会の連帯感が薄れ

てきている現状にあります。

さらに、生涯学習においては個人学習や小グループによる学習等が好まれる傾向に

あり、生涯スポーツでは、組織的な活動よりも小グループによる活動が好まれる傾向

となっており、こうしたニーズに対応した、きめ細かな学習情報の場と機会の提供、

スポーツ施設の確保と機能の充実が求められています。

こうした町民のニーズの対応と「町民一人１学習、１スポーツ、１ボランティア」

の活動拠点施設として、「長沼東部農村運動広場」を生涯学習、生涯スポーツ施設に

有効活用するものであります。

「長沼東部農村運動広場」を生涯学習・生涯スポーツ施設として、町内全域、全町

民が広く利用できるようにすることで、生涯学習・生涯スポーツの一層の利用向上が

図られます。

町民一人ひとりが自己の実現と地域の文化・歴史、地域社会の課題を学び、町民一

人ひとりがスポーツを気軽に楽しみ、町民一人ひとりが地域でボランティア活動を行

うことにより、住民自らが地域づくりを進める、活気のある、やさしいまちづくりを

進めることができます。

また、その有効活用により「いつでも、どこでも、だれでも」が生涯にわたる、そ

れぞれの学習課題・ボランティアやスポーツ活動等に取り組める施設の充実が図られ、

子どもから高齢者まですべての住民が「元気で、仲良く、楽しく」健康で健やかな生

活をおくり続けるためのサポート施設としてもますます重要となってきます。

施設の有効活用を進め「町民一人１学習、１スポーツ、１ボランティア」活動を展

開することにより、２１世紀を担う人材の育成と地域の再生及び活性化を目指します。

５ 地域再生計画の実施が地域に及ぼす経済的社会的効果

地域再生計画の実施による「長沼東部農村運動広場」を生涯学習・生涯スポーツ活

動拠点施設として、町内全域、全町民が広く利用できるようにすることで、当初の計

画利用人数１１，３７０人を上回る、１６，１５０人の利用が予想されます。

また、当該施設の利用による波及効果は次のとおりであります。

・住民自らが、地域の課題等を学び、その課題解決のために動く住民活動が期待さ

れます。

・趣味や地域の伝統、文化及び歴史を学び合うことで、地域の様々な人との交流が

図られ、薄れつつある地域社会の連帯感を取り戻すことが期待されます。



・生涯学習、生涯スポーツの中で得た技術や知識を生涯学習ボランティアや指導者

として地域社会へ引き継いでいくことが期待されます。

・子どもから大人まで全住民がスポーツを気軽に楽しむことができ、健康で明るい

町づくりを進めることが期待されます。

・地域社会で活発なボランティア活動が展開され、安心して暮らせる住みよいまち

づくりが期待されます。

６ 講じようとする支援措置の番号及び名称

番 号：１３００４

名 称：補助対象施設の有効活用

７ 構造改革特区の規制の特例措置により実施する取り組みその他の関連する事業

教育委員会・公民館が主体となり町民のライフステージに応じた事業を展開してお

ります。

◎通年講座・・・・ガッツ！わいワイ自然塾（少年対象）

寿学級（高齢者対象）

やまゆり学園（成人女子）

世代間交流事業（少年から高齢者）

生涯学習・ふれあいおとどけ講座（全町民）

◎特別講座・・・・家庭教育総合推進事業（一般成人）

家庭教育インストラクター養成講座（一般成人）

地域子ども教室推進事業（小学生）

家庭教育フォローアップ事業（家庭教育ボランティア登録者）

青少年健全育成事業（全町民）

ＩＴ講習会（一般成人）

◎スポーツ大会・・壮年ソフトボール大会（一般成人男子）

家庭バレーボール大会（一般成人女子）

町民ふれあい大会（一般成人男女）

親子ふれあいパークゴルフ大会（全町民）

町民体育祭（全町民）

町内一周駅伝競走大会（小学～一般）

藤沼湖畔マラソン大会（小・中学生）

◎芸術、文化・・・文化祭（全町民）

芸能まつり（加盟文化団体）

少年劇場（小・中学生）

◎体験活動・・・・ボランティア支援活動

（公共 ・学校 ・５日制 ）ボランティア ボランティア ボランティア



８ その他の地域再生計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項

なし



別紙 １

１ 支援措置の番号及び名称

１３００４（別添１００１） 補助対象施設の有効活用

２ 当該支援措置を受けようとする者

福島県長沼町

３ 該当支援措置を受けて又はその実施を促進しようとする取り組みの内容

生涯学習の意欲が高まり、個性化・多様化した町民のライフスタイルに応じた生涯

学習、生涯スポーツの機会と場及び機能の充実が求められております。それらのニー

ズに対応するため、本支援措置を受け「長沼東部農村運動広場」を生涯スポーツ拠点

施設として有効活用することで、より多くの住民が利用可能となり「いつでも、どこ

でも、だれでも」が生涯にわたり、子どもから高齢者まですべての住民が「元気で、

仲良く、楽しく」健康で健やかな生活ができるまちづくりを目指す。



（支援措置１３００４に係る添付書類）

１ 補助事業者の意見

（福島県の意見）

当該農村運動広場は、地域農業者の交流の場の提供と健康増進を目的に設置された

ものであり、補助事業の制限上、目的に即した活用が望ましいが、当該地区の農家戸

数の減少や交流及び健康増進活動の多様化といった社会状況の変化が要因で施設の利

用が低下しており、今後、当初の利用目的に沿った利用のみでは施設の利用率の向上

は非常に困難であると考える。

今回の地域再生計画に沿った施設の利用は、これまでの利用を妨げるものではなく、

また、町の２１世紀を担う人材の育成と地域の再生及び活性化といった目的に寄与し、

当該施設の有効利用に繋がると思われることから、当該措置はやむを得ないものと考

える。

（長沼町の意見）

それぞれ町民のライフスタイルに応じた生涯学習の場や機会の充実、スポーツ・レ

クリエーションやボランティア活動の促進など、自主的に選択できる幅広い地域社会

を形成し、ライフスタイルの個性化・多様化に向けた支援が必要となってきています。

本町では、生涯学習の高まりに対応するため、平成６年度に長沼町生涯学習推進本

部を設置し「明るく豊かな活力のある住みよい町づくり」をスローガンに、生涯学習

社会の実現を目指した取り組みを展開してきました。また、生涯学習は集合学習のか

たちで展開されており、これは学習課題を理解し、一緒に学ぶ町民相互のコミュニケ

ーションが図られ、ともに学ぶ仲間づくり、明るい地域づくりに大きく貢献しており

ます。そういった生涯学習活動の延長から、新しい手作りのお祭りが町に定着するな

ど、活力のある地域づくりが進められております。

しかし、一方では、社会情勢の急激な変化から、地域の婦人会や青年会等、これま

での社会教育団体が弱体化しており、また、少子高齢化、核家族化が急速に進んでお

り、今まで地域が持っていたコミュニティ機能の低下、地域社会の連帯感が薄れてき

ている現状にあります。

さらに、生涯学習においては個人学習や小グループによる学習等が好まれる傾向に

あり、生涯スポーツでも、組織的な活動よりも小グループによる活動が好まれる傾向

となっており、こうしたニーズに対応した、きめ細かな学習情報の場と機会の提供、

スポーツ施設の確保と機能の充実が求められています。

こうした町民のニーズに対応するため、長沼町の東部地区を利用対象範囲としてい

た「長沼東部農村運動広場」を町内全域を対象とする生涯スポーツ施設として有効活

用することで、全住民が気軽にスポーツの機会と場を利用することができ、生涯スポ

ーツの振興が一層図られます。

また、「長沼東部農村運動広場」を生涯スポーツ拠点施設として有効活用すること

は「いつでも、どこでも、だれでも」が生涯にわたり、スポーツに親しみ、子どもか

ら高齢者まですべての住民が「元気で、仲良く、楽しく」健康で健やかな生活を送り

続けるためのサポート施設としても重要となります。



このように、当該施設を有効利用することは、必ずや地域のコミュニティ機能の低

下を防ぎ、地域の再生につながるものであり、今回の支援措置は欠かせない必要な支

援措置であり、是非、お認めいただきたい。

（施設の概要）

事業名 農村地域農業構造改善事業

事業目的 地域農業の再編成を図るためには、専業、兼業、非農家一体になった話

し合い活動やコミュニティ活動が不可欠であるが、兼業化が進む現状に

おいては、益々減少してきており、本施設を設置することにより、地域

農業者等のより一層の交流の場を提供するとともに合わせて健康増進に

寄与する。

所在地 福島県岩瀬郡長沼町大字木之崎字南２地内

事業主体 長沼町

施設名称 「東部農村運動広場」

施設面積 １５，０００㎡

施設構造 ○多目的広場 ○小運動場 ○管理棟 ○駐車場 ○緑地

(9,182㎡) (892㎡) (93㎡) (1,925㎡) (2,908㎡)

建設費 ５７，５０７千円

用地取得費 該当なし（既存町有地）

財源内訳 国庫 ２３，００２千円（４０／１００）

県費 ０千円（ ０／１００）

町費 ３４，５０５千円（６０／１００）

工 期 昭和６１年８月～昭和６２年１月

管理主体 長沼町

２ 当該施設における補助目的を取り巻く社会経済情勢の変化

◎施設 「長沼東部農村運動広場」の整備目的

長沼町は福島県の中通り南部に位置し、総面積は６０．３４ 、東西１６．７㎢
㎞、南北４．０㎞と細長く１５行政区からなる町です。

長沼東部農村運動広場は、町の東部地区にあたる７行政区、受益戸数７６２戸

を利用対象範囲として、年々スポーツ活動が盛んになり、ソフトボールクラブや

野球クラブ、ゲートボール協会、テニス協会などが設立されたが、東部地区に施

設がなく練習や大会運営に大変苦慮していたことと、地域農業者等のより一層の

交流の場を提供するとともに、合わせて健康増進に寄与すること目的に設置され

たものであります。

◎社会経済情勢等の変化

長沼町における主要産業である第１次産業の従事者は、昭和４０年の２，５１

４人に比べ、平成７年では５９９人と大きく減少し、一方、第２次・第３次産業

従事者は、昭和４０年の９７５人が平成７年では２，７４７人と大きく増加して

います。



これは、農業生産基盤整備事業により、機械化農業における労力の省力化及び

工業団地開発など、農業従事者の労働力が、他産業に振り向けられた結果により、

急激な増加傾向を示したものであります。

農家戸数も減少傾向にあり、昭和５０年の９３２戸から平成１２年の６５２戸

へと大きく減少しております。農業の兼業化が急速に進み、第１種兼業農家から

第２種兼業農家への移行が進み、他産業従事や後継者不足に伴う離農が主な要因

となっています。

長沼東部地区でも農家戸数は減少し、国道１１８号沿線に町及び民間の宅地開

発が進み、平成１０年度には「長沼ニュータウン」が造成されるなど農業情勢を

はじめ地域の生活環境が大きく変化してきました。

「長沼東部農村運動広場」の利用においても、農業後継者の不足による離農や

高齢化が進んだことにより、農業者等の地域での交流が減少しております。また、

野球協会の解散、ソフトボール協会活動の低迷等により、練習や大会の開催が減

り利用者が減少している状況にあります。

これは、生涯スポーツが、組織的な活動より愛好会など小グループによる活動

が好まれる傾向となってきたことが一つの要因でもあります。こうような中、個

性化・多様化する生涯スポーツのニーズへの対応が急務となっております。

◎有効活用の必要性

そこで、町の東部地区を利用対象範囲としていた「長沼東部農村運動広場」を

町内全域を対象とする生涯スポーツ拠点施設として有効活用することで、全町民

が気軽にスポーツの機会と場を利用することができ、生涯スポーツの振興と当該

施設の利用率の向上が図られます。

３ 当該施設における最近の状況

①計画利用人数

昭和６０年度計画 １１，３７０人

②最近３年間の利用状況

平成１３年度 ６，６３０人

平成１４年度 ７，１９５人

平成１５年度 ５，４８７人

③最近３年間の管理運営費の支出状況

平成１３年度 ５３８千円

平成１４年度 ５７４千円

平成１５年度 ８０２千円



４ 補助対象施設の現状

「長沼東部農村運動広場」は、町の施設として直接適正に管理しています。

主な利用は次のとおりです。

①多目的広場・・・・壮年ソフトボール大会、ふれあいスポーツ大会等

②小運動広場・・・・ゲートボール、グランドゴルフ等

＊平成１５年度施設利用者・・５，４８７人。 利用率は４８，３％

（野球・ソフトボール当初計画利用者数６，２１０人に対し、

平成１５年度利用者数１，９１５人、利用率３０．８％。）

５ 転用の必要性

それぞれのライフスタイルに応じた生涯スポーツは、組織的な活動より愛好する小

グループによる活動が好まれる傾向やスポーツを通しての親子のふれあい活動など、

きめ細かなニーズに対応したスポーツの機会と施設の確保及び機能の充実が求められ

ています。

こうした町民のニーズに対応するため、長沼町の東部地区を利用対象範囲としてい

た「長沼東部農村運動広場」を町内全域を対象とする生涯スポーツ施設として有効活

用することで、全町民が気軽にスポーツの機会と場を利用することができ、生涯スポ

ーツの一層の利用向上が図られることから、転用が必要です。

６ 転用の時期

平成１６年１０月以降

（地域再生計画の認定後に町議会に関係条例を上程。）

７ 転用の相手方

該当無

８ 転用の形態（譲渡・貸与の別、有償・無償の別）

該当無

９ 転用後の施設の目的、利用計画等

（施設の使用目的）

生涯スポーツ拠点施設として、町内全住民が広く利用します。



（施設の改修）

必要無

（施設管理についての考え方）

町の施設として直接適正に管理します。

１０ 転用により期待される効果

「長沼東部農村運動広場」を生涯スポーツ拠点施設として有効活用することは「い

つでも、どこでも、だれでも」が生涯にわたり、スポーツに親しみ、子どもから高

齢者まですべての住民が「元気で、仲良く、楽しく」健康で健やかな生活をおくる

ことが期待されます。



地域再生計画工程表

１ 生涯スポーツ施設の利用目的

長沼町の東部地区を利用対象範囲としていた「長沼東部農村運動広場」を町内全域

を対象とする生涯スポーツ施設として有効活用することで、全町民が気軽にスポーツ

の機会と場を利用することができ、「いつでも、どこでも、だれでも」が生涯にわた

り、子もどから高齢者まですべての町民が「元気で、仲良く、楽しく」健康で健やか

な生活をおくれるまちづくりを目指します。

２ 生涯スポーツ施設利用計画

「長沼東部農村運動広場」を生涯スポーツ施設として、全町民が気軽にスポーツに親

しめるよう利用します。

・町民ふれあい綱引き大会、グランドゴルフ大会など、体力や運動能力の違いが

あっても参加できるよう工夫をして実施します。また、全町民が参加できる体育

祭や各行政区毎の運動会を実施します。

・子ども育成会ふれあい球技大会、竹馬づくり教室・競走大会など、地域の老人

クラブ等の指導を受けながら世代間交流を図り、学校週５日制対応事業を実施し

ます。

・それぞれのライフスタイルに応じたスポーツをより多く提供するために、ニュ

ースポーツ教室等をより多く実施します。

・高齢者スポーツ・障害者スポーツ時の付き添い、救護や用具の運搬などスポー

ツイベント等のボランティアの育成をします。

３ 生涯スポーツ施設への転用時期

地域再生計画の認定後に、「長沼東部農村運動広場設置条例」及び「長沼東部農村

運動広場設置条例施行規則」を改正します。

また、改正の時期は平成１６年１２月見込みであります。



地域再生計画認定申請書

平成１６年１０月１３日

内閣総理大臣 殿

福島県岩瀬郡長沼町長 廣田勝男

地域再生推進のためのプログラム５．（１）に基づき、

地域再生計画の認定を申請します。




